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診票創
療のろ:
所:柁;う:

十
二
月
一
日
い
よ
い
よ
開
院

払
砂
・
底
服
部
川
忠
n
?
却
他
』
白
川
ド
ル
拡
制

!ν
ハ
ド
断
刀
似
-
火
睡
帆
鑑
未
・
停
刑
・

仙
川
W
H
破
防
陸
信
燦
爪
W
冊
以
H
ツ
銅
咽
ー
の
ψ
含
間
開
仙
知

!υ
レ
A
W

』つ

覇轍蝿麟轡襲撃

菜
の
花
診
療
所
が
い
よ
い
よ
開
院
す
る
。
好
余
曲
折
を
へ
な
が
ら
も

当
初
の
予
定
通
り
十
二
月
一
日
に
開
業
(
保
険
診
療
開
始
)
に
ま
で
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
十
月
末
に
工
事
を
終
え
、
現
在
は

医
療
備
品
の
搬
入
や
什
器
の
購
入
と
い
っ
た
開
業
直
前
の
こ
ま
ご
ま
と

し
た
作
業
を
終
え
る
の
み
と
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
で
あ
る
。

準
備
会
を
中
心
に
広
く
呼
び
か
け
て
き
た
寄
附
金
、
出
資
金
も
十
月

末
現
在
で
ほ
ぼ
五
千
万
円
に
達
し
、
目
標
の
五
五
O
O
万
円
に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
。
運
転
資
金
も
含
め
て
必
要
な
資
金
は
な
ん
と
か
用
意
で
き

そ
う
な
見
込
み
で
あ
る
。
三
O
O
名
を
越
え
る
個
人
、
団
体
が
こ
の
設

立
運
動
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
出
資
・
寄
付
下
さ

っ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

診
療
所
設
立
の
発
端
は
、
東
南
地
域
に
お
け
る
長
年
に
わ
た
る
労
災
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職
業
病
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
労
災
職

業
病
の
観
点
か
ら
見
て
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
る
か
。

第
一
に
あ
る
の
は
、
生
野
か
ら
平
野
か

け
て
の
地
域
の
小
零
細
企
業
、
家
内
工
場

に
働
く
労
働
者
、
退
職
者
の
労
災
職
業
病

の
掘
り
起
こ
し
、
相
談
活
動
で
あ
る
。

零
細
工
場
で
の
じ
ん
肺
や
有
機
溶
剤
中

毒
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
医
師
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
が
い
ま
だ
十

分
な
実
態
把
握
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
診

療
所
を
軸
に
、
地
域
の
労
働
組
合
や
安
全

セ
ン
タ
ー
が
地
道
な
掘
り
起
こ
し
活
動
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
最
近
重
要
な
課
題
と
し
て
浮
上

し
て
き
て
い
る
外
国
人
労
働
者
の
医
療
・

社
会
保
障
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
神
奈
川
労
災
職
業
病
セ
ン

タ
ー
で
は
、
港
町
診
療
所
と
と
も
に
外
国

人
労
働
者
の
互
助
会
M
A
S
H
(
マ
ッ
シ

ユ
)
が
組
織
さ
れ
、
寿
に
働
く
外
国
人
労

働
者
が
多
く
集
っ
て
い
る
。
菜
の
花
診
療
・

所
で
も
組
織
化
に
つ
な
が
る
方
向
で
医
療

-
労
災
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ

労
災
職
業
病
医
療
と
な
ら
ん
で
菜
の
花

診
療
所
の
課
題
は
、
ど
の
よ
う
な
地
域
医

療
を
行
う
か
で
あ
る
。

価しんた!こ

耐菜田?E53環rfl刷小児科1
544 大阪市生野区勝山北 2-11-29
TEL(06)716-nij/hx(06)716f088 

[診療時間] 休診 日曜・祝日・ 5月 1日

設
立
準
備
会
は
、
設
立
準
備
の
段
階
で

東
南
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
、
障
害
者
と

ど
ん
な
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か

を
話
し
合
う
機
会
を
持
っ
て
き
た
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
に
暮
ら
す
お
年
寄
り
ゃ
障
‘

害
者
の
像
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
浮
か
ん
で

き
た
よ
う
に
思
う
。

準
備
会
は
、
一
方
で
民
間
・
公
立
の
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
医
療
に
取
り
組

地
「

在
高

所
「
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ん
で
い
る
医
療
機
関
に
訪
問
し
、
そ
の
実
践
に
触
れ
て
き
た
。
菜

の
花
診
療
所
で
も
ぜ
ひ
と
も
在
宅
医
療
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
先
進
的
医
療
機
関
の
経
験
を
ど
う

継
承
し
活
用
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

診
療
所
設
立
過
程
で
、
多
く
の
医
療
関
係
者
、
障
害
者
、
地
域

の
運
動
体
ら
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
準
備
会
事
務
局
で
は
、

診
療
所
設
立
を
機
に
準
備
会
を
解
散
し
、
出
資
金
の
返
済
の
管
理
、

診
療
所
の
運
営
、
診
療
所
と
連
携
し
た
活
動
・
事
業
を
行
う
出
資

者
を
会
員
と
す
る
継
承
組
織
の
結
成
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
継

承
組
織
を
母
体
と
し
て
、
い
っ
そ
う
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
い
と
考
え
て
い
る
。
多

く
の
方
々
の
ご
注
目
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開院パーティのご案内

• 
菜の花診療所の出発を記念して、ささやかな

がら11月28日(土)開院パーティを催したい

と思います。ぜひとも多くの方々にお越しい

ただき、お祝いしていただければと思います。

ご出席の方は事前に安全センターまでご連絡

下さL、。
.. ，.................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................... 

時 11月28日(土)午後 6:00""'

所桃谷高校食堂

[診療所所在地案内参照]

参加費 300 0円
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第
三
回
労
働
安
全
衛
生
学
校
の
ご
案
内

(
神
木
位
品
1
1
1
/
知
ω
(
J
引
山
守
口
嶋
崎
・
口
M
白
川

+m)

全
国
安
全
セ
ン
タ
ー
の
主
催
す
る
労
働

安
全
衛
生
学
校
(
第
三
回
)
が
、
宮
崎
県

日
向
市
で
開
催
さ
れ
る
。
過
労
死
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
を
は
じ
め
、
今
年
七
月
か
ら

施
行
の
改
正
安
衛
法
で
規
定
さ
れ
た
、
事

業
主
の
「
快
適
な
職
場
環
境
」
形
成
義
務

な
ど
の
課
題
に
ど
う
労
働
組
合
が
対
応
し

て
い
く
か
、
と
い
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ

ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
学
校
」
の
特
色
は
、
積
極
的
に

グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
を
取
り
入
れ
、
参
加
者

が
考
え
、
議
論
し
て
い
く
と
こ
ろ
。
必
ず

や
現
場
活
動
に
役
立
つ
取
り
組
み
だ
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
、
個
人
の
方

は
全
国
安
全
セ
ン
タ
ー
ま
で
是
非
ど
う
ぞ

0

・
全
国
安
全
セ
ン
タ
ー
事
務
局

東
京
都
港
区
三
田
三
一
ー
ー
二

M
Kピル

岱

O
三
五
二
三
二
ー

o
一
八
二

-
主
催
全
国
安
全
セ
ン
タ
ー
等
四
団
体

・
後
援
九
州
労
働
弁
護
団
な
ど

-
日
時
一
九
九
三
年
一
月
二
九
日
(
金
)

一
四
時
i
一
一
二
日
(
巴
)
一
二
時

-
会
場
巴
向
ハ
イ
ツ
(
宮
崎
直
一
小
日
向
市
)

・
参
加
費
二
万
円
(
テ
キ
ス
ト
は
ー
し

O
「
安
全
，
衛
生
，
作
業
条
件
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
)

-
定
員
五
O
名

.
申
込
受
付
期
間
二
月
三
O
巴
(
参

加
申
込
み
者
に
は
詳
細
案
内
送
付
)

-
内
容

貴
一
月
二
九
日
一
四
時
j
一
一
一
時

I

労
災
職
業
病
の
考
え
方
と
実
務

『
過
労
死
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
か
ら
今
日

の
労
災
職
業
病
を
考
え
る
』

原
田
正
純
(
熊
本
大
学
医
学
部
助
教
授
)

『
過
労
死
労
災
補
償
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』

前
田
硲
司
(
弁
護
士
)

『
労
災
保
険
の
仕
組
み
と
実
務
』

西
野
方
庸
(
関
西
安
全
セ
ン
タ
ー
)

『
労
災
申
請
実
務
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』

安
一
月
三
O
日
九
時
j
一
八
時

E
「
快
適
職
場
と
こ
れ
か
ら
の
職
場
で
の

安
全
衛
生
活
動

『
改
正
労
安
法
の
内
容
と
労
組
の
課
題
』

『
安
全
衛
生
の
視
点
か
ら
の
職
場
の
見
方
』

『
職
場
改
善
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』

※
職
場
の
ビ
デ
オ
を
使
用
し
て
の
グ
ル

ー
ブ
討
論
な
ど

酒
井
一
博
(
労
働
科
学
研
究
所
)

宮
北
隆
志
(
熊
本
大
学
医
学
部
衛
生
)

柳
楽
盟
異
(
大
分
医
生
協
協
和
病
院
長
)

貴
一
月
=
二
日
九
時
;
一
一
一
時

直

分

科

会

『
V
D
T労
働
』
『
腰
痛
・
頚
一
屑
腕
沼
津
害
』

『
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
』

『
外
国
人
労
働
者
の
労
災
問
題
』

助
言
者
(
医
師
な
、
と
)
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医
療
法
の
改
訂
で
付
添
看
護
者
に
せ
ま
る
雇
用
不
安

ム
エ
准
治
港
局
単
但
護
服
伺
姉
{
-
本
耐
以
樋
姉
士
v〈
却

ω判
μ
里
包
均
匂
咽
漣
秘
劃
芝
生
白
肢
伺
開

厚
生
大
臣
と
労
働
大
臣
に
宛
て
た
、
病

院
付
添
看
護
者
の
解
消
に
反
対
す
る
要
請

の
署
名
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
呼
び

か
け
て
い
る
の
は
全
港
湾
看
護
婦
家
政
婦

支
部
。厚

生
省
は
、
診
療
報
酬
点
数
表
を
改
正

し
て
、
今
年
の
五
月
よ
り
付
添
看
護
者
の

看
護
給
付
を
認
め
る
範
囲
を
狭
く
し
て
い

る
。
ま
た
、
十
月
よ
り
老
人
病
院
制
度
見

直
し
を
実
施
し
、
病
院
に
基
準
看
護
(
い

わ
ゆ
る
完
全
看
護
)
を
達
成
す
る
よ
う
協

力
に
指
導
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
病
院
に

入
院
し
た
患
者
が
付
添
看
護
者
と
個
人
で

契
約
す
る
現
行
の
形
態
を
解
消
し
、
医
療

機
関
の
行
う
医
療
に
付
添
看
護
も
完
全
に

組
み
込
も
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
全
国
に
十
六
万
に
を

越
え
る
家
政
婦
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
十

三
万
人
が
病
院
で
現
に
付
添
看
護
の
仕
事

を
行
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
こ
の
人
々

は
、
入
院
患
者
と
の
個
人
契
約
で
仕
事
を

す
る
た
め
労
働
基
準
法
上
の
労
働
者
で
は

な
く
、
し
た
が
っ
て
労
災
保
険
の
適
用
も

な
い
な
ど
労
働
者
保
護
法
の
枠
外
に
あ
り
、

そ
の
労
働
条
件
が
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
劣
悪
な

労
働
条
件
の
も
と
で
、
日
本
の
医
療
を
底

辺
か
ら
支
え
て
き
た
人
々
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
付
添
看
護
者
を
解
消
し
よ
う
と
い
う

厚
生
省
の
こ
の
措
置
が
そ
の
ま
ま
実
現
さ

れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
々
が
大
幅
に
職
を

失
う
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。

全
港
湾
看
護
婦
家
政
婦
支
部
が
守
」
う
し

た
動
き
に
対
し
、
各
地
で
労
働
者
供
給
事

業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
看
護
婦
家
政

婦
労
組
が
参
加
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
署
名
運
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
本
誌
七
月
号
に
も
掲
載
し
た
よ
う

に
、
「
介
護
労
働
雇
用
安
定
法
」
が
施
行

さ
れ
、
介
護
労
働
の
労
働
条
件
に
少
し
だ

け
光
が
あ
た
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制

度
と
し
て
雇
用
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
状

況
は
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で

付
添
看
護
者
自
身
の
要
求
を
く
み
あ
げ
る

こ
の
動
き
は
注
目
さ
れ
る
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
介
護
労
働
力
の

不
足
が
言
わ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
そ
れ

を
ず
っ
と
支
え
て
き
た
人
々
が
切
り
捨
て

ら
れ
、
再
編
は
行
政
に
お
任
せ
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
の

未
来
は
暗
い
も
の
と
の
印
象
を
与
え
る
。

し
っ
か
り
し
た
介
護
労
働
力
の
確
保
の
た

め
に
は
、
日
に
見
え
る
条
件
改
善
が
必
要

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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労
働
基
準
法
改
悪
阻
止
関
西
集
会
へ
参
加
し
よ
う
!

世刈
υ

基
辻
山
岡
田
明
内
九
ム
宮
〈
断
刀
働
剛
・
時
間
間
叫
法
制
刷
却
即

A
E
〉
が
却
抑
止
ロ

労
働
者
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る

労
働
基
準
法
研
究
会
の
労
働
契
約
部
会
が
、

労
働
基
準
法
の
抜
本
的
改
訂
を
め
ざ
し
た

検
討
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
が
、
関
西
の
い
く
つ
か

の
労
組
と
大
阪
労
働
者
弁
護
団
(
旧
大
阪

地
評
弁
護
団
)
が
労
基
法
改
悪
阻
止
関
西

連
絡
会
(
準
)
を
結
成
し
、
こ
れ
に
対
す

る
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
弾
と
し
て
は
、
こ
の
十
二
月
十
一

日
に
「
労
働
基
準
法
改
悪
閉
止
関
西
集
会
」

を
開
催
し
、
現
在
の
労
働
基
準
法
研
究
会

の
持
っ
て
い
る
論
点
の
問
題
点
な
ど
を
確

認
す
る
、
初
め
て
の
大
衆
的
な
催
し
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
こ
れ
ま
で
労

働
基
準
法
研
究
会
労
働
契
約
部
会
の
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
安
枝
同
志
社
大
教
授
、
浜
田

神
戸
大
教
授
に
対
し
て
申
入
れ
を
行
い
、

討
論
会
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
が
、
法
改

訂
の
方
向
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
定
ま
っ

て
い
な
い
点
が
多
く
、
今
後
の
同
連
絡
会

の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
労
働
基
準
法
研
究
会
の
労
働
時

間
法
制
部
会
は
、
こ
の
九
月
二
八
日
に
報

告
を
出
し
、
現
在
労
働
基
準
審
議
会
に
諮

ら
れ
て
お
り
、
労
働
省
は
こ
の
結
果
を
待

っ
て
時
期
通
常
国
会
に
改
正
法
案
を
提
出

す
る
予
定
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
公
表
さ

れ
た
報
告
に
は
、
時
間
外
割
増
率
を
現
行

の
二
割
五
分
一
律
で
は
な
く
、
一
定
時
間

以
上
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
年
次
有
給
休

暇
発
生
要
件
を
六
ヶ
月
に
短
縮
す
る
こ
と

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
一
方
で
、
最
長
一

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
提
言
し
て

い
る
。
ま
た
、
週
四
0
時
間
労
働
制
へ
の

以
降
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
四
月
か
ら

が
適
当
と
し
た
。
た
だ
し
、
猶
予
措
置
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
以
降
も
残
す
と
い
う
。

十
二
月
十
一
日
の
集
会
で
は
、
こ
う
し

た
最
近
の
労
働
基
準
法
研
究
会
を
め
ぐ
る

動
き
を
報
告
し
、
そ
の
狙
い
と
問
題
点
に

つ
い
て
討
論
す
る
。
同
連
絡
会
で
は
幅
広

く
参
加
を
よ
び
か
け
て
い
る
。
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
r
〉
吃
・
叩
)
開
幕
!

向
付
冊
以
占
的
人
池
山

v;申
夫
繕
帆
の
桂
恨
み
苦
手
ね
を

• 
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
!

十
月
九
日
夕
方
六
時
半
よ
り
、
約
百
名

の
参
加
の
下
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
反
差
別
・
共
生
を
テ
l
マ
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
い

う
丹
羽
事
務
局
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

一
一
月
一
日
の
マ
イ
・
マ
イ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
紹
介
、
同
九
日
午
後
に
行
わ

れ
た
大
阪
府
へ
の
申
し
入
れ
が
報
告
さ
れ

た
。
と
っ
か
び
子
ど
も
会
の
指
導
員
の
方

々
に
よ
る
朝
鮮
の
伝
統
芸
能
サ
ム
ル
ノ
リ

(
写
真
参
照
)
を
楽
し
ん
だ
後
、
支
援
団

体
等
の
リ
レ

l
ト
l
ク
と
続
き
、
二
一
月

十
日
ま
で
二
カ
月
間
に
わ
た
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
幕
を
開
け
た
。

大
阪
府
へ
の
申
し
入
れ
行
わ
れ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
集
会
に
先
立
ち
、
「
す

べ
て
の
外
国
人
労
働
者
の
人
権
、
生
活
、

文
化
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
総
合

的
施
策
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
同
日
午

後、

R
I
N
K
か
ら
大
阪
府
に
対
し
提
出

し
た
。
大
阪
府
側
か
ら
も
十
部
局
二
二
名

が
出
席
し
、
こ
の
問
題
が
広
範
囲
に
わ
た

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
た
。
申
し
入

れ
内
容
は
、
基
本
施
策
か
ち
り
、
教
育
、
医

療
、
住
居
、
労
働
な
ど
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
府
、
だ
け
で
は
解
決
の
難
し
い
問
題

も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は

一
刻
も
早
い
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
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九
日
の
場
で
は
、
問
題
解
決
に
向
け
て
自

治
体
と
し
て
積
極
的
な
施
策
を
講
じ
る
こ

と
、
そ
し
て
一
一
月
末
ま
で
に
回
答
す
る

こ
と
を
要
求
し
た
。

府への申し入れ書「労働行政についてJの項より一

ω府発行のパンフ等を外国人労働者の人権擁護と雇

用者への労働法規の遵守徹底を図る立場から改定

すること

(お労働上の労働者の権利及び生活上の知識について

外国人労働者に母語で周知するため、多言語でハ

ンドブックを発行すること。

(~)外国人労働者のための相談窓口と人員を労働事務

所等に配置すること

④労働者派遣法及び職業安定法に違反する派遣業者

の摘発と外国人労働者への職業紹介を促進するこ

と

大
阪
労
働
基
準
局
交
渉
も
予
定

労
働
者
の
権
利
擁
護
の
具
体
策
を
!

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
行
政
交
渉
は
、

対
大
阪
府
の
他
、
大
阪
労
働
基
準
局
と
の

交
渉
も
一
二
月
上
旬
に
設
定
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
。
安
全
セ
ン
タ
ー
で
も
取

り
組
ん
で
き
た
外
国
人
労
働
者
の
労
災
問

題
も
含
め
、
昨
年
来
の
経
験
を
踏
ま
え
、

労
働
者
保
護
の
立
場
、
具
体
策
を
と
る
よ

う
、
昨
年
一
二
月
の
局
交
渉
を
引
き
継
ぐ

形
で
基
準
局
に
は
た
ら
き
か
け
る
予
定
。

構
成
団
体
・
個
人
の
具
体
的
な
経
験
を
持

ち
寄
り
、
行
政
に
提
案
し
て
い
く
役
割
を
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

R
I
N
K
と
し
て

も
積
極
的
に
果
た
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

交
渉
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参

加
・
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。• 

I 1/2 0 (金)

キャンペ回ン今後の日程~積極的な参加を!……-

O外国人大権相談員養成講座

於.アピオ大阪(iljí~~労働会館環状線・地下鉄森の日)

1 8"制三~ 参加1~ 品IfW 5 0 0111 
@労働問題 1 1/1 2 (木) CilT供・家族

@社会保障 1 2/:3 (木)。RINK結成 1周年集会

1 2/1 0 (木) 1 811~T.~ 

於. P L P会的(用状線天満/地ト鉄J，j~Ißf)

O太阪府交渉(日程未定)

。大阪労働基準局交渉(日程未定)
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こ
と
を
原
則
と
し

て
お
り
「
そ
れ
ま

で
の
「
三
号
様
式

の
提
出
ー
局
医
協

議
会
で
の
判
断
、

一
方
的
打
ち
切
り

と
い
う
や
り
方
を

改
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も

の
。
し
た
が
っ
て
、
三
号
様
式

の
提
出
要
求
は
よ
ほ
ど
の
疑
義

が
な
い
か
ぎ
り
お
こ
な
わ
な
い

も
の
だ
。
こ
れ
は
「
中
央
交
渉

や
た
と
え
ば
愛
媛
労
基
局
で
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
三
号
様
式
を

送
り
つ
け
て
き
て
ー
し
か
も
¥

出
さ
な
い
と
¥
既
に
出
さ
れ
て

い
る
資
料
で
判
断
す
る
ぞ
な
ど

と
脅
す
よ
う
に
督
促
す
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
全

山
労
の
抗
議
に
対
し
て
¥
相
生

労
基
署
は
「
基
準
局
よ
り
(
適

正
給
付
管
理
の
た
め
の
)
名
簿

振
動
病
患
者
打
ち
切
り

具草毒性全
山
労
愛
媛

県
本
部
及
び
新

居
浜
支
部
は
¥

振
動
病
患
者
の

打
ち
切
り
を
策

動
し
て
い
る
兵

庫
県
・
相
生
労

基
署
に
対
し
て
¥
十
月
十
九
日
ー

断
面
と
し
た
交
渉
を
行
っ
た
。

こ
の
交
渉
に
は
大
分
「
尼
崎
¥

関
西
の
各
安
全
セ
ン
タ
ー
ー
阪

神
被
災
者
交
流
会
、
関
西
労
職

研
、
愛
媛
労
職
対
¥
新
居
浜
医

生
協
が
支
援
参
加
し
た
。
労
基

署
側
は
ー
労
基
署
長
¥
労
災
課

長
等
が
出
て
き
た
。

許
さ
ず
監
督
署
交
渉

コ
ニ
号
様
式
」
提
出
強
要
に
抗
議

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
相
生

労
基
署
が
新
居
浜
医
生
協
新
田

診
療
所
の
振
動
病
患
者
二
名
に

つ
い
て
¥
打
ち
切
り
に
つ
な
が

る
い
わ
ゆ
る
「
振
動
様
式
三
号
」

診
断
書
の
提
出
を
強
要
し
て
き

た
こ
と
。

近
年
¥
主
治
医
の
意
見
を
も

無
視
し
て
振
動
病
の
長
期
被
災

者
が
打
ち
切
り
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
¥
全
山
労
を

中
心
に
反
対
闘
争
が
展
開
さ
れ
¥

結
果
¥
一
九
九
O
年
に
六
六
四

号
通
達
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
通

達
は
、
症
状
固
定
の
判
断
も
含

め
て
主
治
医
意
見
を
尊
重
す
る

が
来
て
い
る
。
愛
媛
は
愛
媛
¥

兵
庫
は
兵
庫
。
」
と
う
そ
ぶ
い

た
の
だ
。

再
三
の
電
話
で
の
や
り
と
り

で
は
全
<
高
飛
車
な
態
度
に
終

始
す
る
ば
か
り
な
の
で
、
直
接

の
話
し
合
い
を
求
め
る
と
こ
れ

も
拒
否
す
る
と
い
う
「
全
<
非

常
識
な
対
応
。
そ
の
た
め
全
山

労
中
央
本
部
を
通
し
て
の
抗
議

を
経
て
よ
う
や
く
行
わ
れ
た
の

が
こ
の
日
の
交
渉
だ
っ
た
。

全
山
労
側
は
、
労
働
者
無
視

の
姿
勢
「
六
六
四
号
通
達
の
趣

旨
を
逸
脱
し
て
主
治
医
意
見
を

無
視
す
る
態
度
は
許
し
が
た
い

と
し
て
三
号
様
式
提
出
要
求
に

つ
い
て
「
撤
回
せ
よ
」
と
厳
し

く
追
及
し
た
。

そ
の
結
果
「
労
働
組
合
と
の

対
話
に
つ
い
て
不
適
切
で
あ
っ

た
、
通
達
の
運
用
に
つ
い
て
も

適
正
さ
慎
重
さ
を
欠
い
て
い
た
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の
で
反
省
し
て
い
る
¥
七
月
一

日
付
三
号
様
式
提
出
要
請
と
そ

の
後
の
督
促
状
に
つ
い
て
は
¥

な
か
っ
た
も
の
と
し
て
し
き
り

な
お
し
し
た
い
と
、
労
基
署
長

が
回
答
し
た
。

し
か
し
、
主
治
医
意
見
の
最

大
限
の
尊
重
に
つ
い
て
は
「
そ

の
通
り
だ
」
と
認
め
た
も
の
の
、

三
号
様
式
要
求
に
つ
い
て
は
¥

「
例
外
的
措
置
で
あ
る
」
と
い

う
当
然
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ー

確
認
を
渋
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
日
回
答
と
い
う
こ
と
で

こ
の
日
の
交
渉
を
終
え
た
の
だ

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
打
ち
切

り
を
前
提
に
、
六
六
四
号
通
達

を
も
無
視
し
た
こ
う
し
た
手
法

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
¥

今
後
に
大
き
な
問
題
を
残
し
て

い
る
。

腰
痛
予
防
で

回開畷

安
全
衛
生
研
修
会

給
食
調
理
員
な
ど
参
加

口

九
月
三
O
日
ー
四
傑
畷
市
の

給
食
調
理
員
な
ど
の
現
業
職
員

約
六
O
名
を
対
象
と
し
て
の
安

全
衛
生
研
修
会
ガ
四
傑
畷
市
総

合
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ー
安
全

セ
ン
タ
ー
事
務
局
が
講
師
と
し

て
参
加
し
た
。

「
腰
痛
の
予
防
に
つ
い
て
」

を
テ
i
マ
に
約
一
時
間
。
腰
痛

教
育
ス
ラ
イ
ド
で
「
腰
の
し
く

み
¥
腰
痛
を
起
こ
し
ゃ
す
い
作

業
姿
勢
「
腰
痛
を
起
こ
さ
な
い

作
業
上
の
工
夫
「
休
息
の
取
り

方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ

と
、
作
業
環
境
対
策
が
と
り
に

く
い
職
場
に
勧
め
て
い
る
「
腰

痛
予
防
ベ
ル
ト
」
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
ま
た
¥
自
動
車
運
転

を
主
な
仕
事
と
す
る
労
働
者
に

は
腰
痛
が
多
い
ガ
ー
あ
る
会
社

が
腰
痛
対
策
用
シ
l
ト
を
販
売

し
て
お
り
ー
某
タ
ク
シ
ー
会
社

な
ど
は
¥
社
長
が
そ
の
効
能
を

実
地
で
確
か
め
た
上
新
規
採
用

案
内
に
「
希
望
者
に
は
こ
の
ド

イ
ツ
製
シ
ー
ト
を
装
着
す
る
」

と
書
い
て
い
る
興
味
あ
る
事
例

も
紹
介
し
た
。

接

民

容

日
宍

露

出

雲

蓉

正ミ

喜

重
ME 

雲

Eヨ
'"' 

g 
容

器

指
曲
が
り
症

国一一全

第

一
次
認
定
結
果
判
明

時
特
例
ス

W
4
5貝
の
・
却
跡
申
山
ん
を

自
治
労
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
指
曲
が
り
症
」
公
務
災
害
認

定
闘
争
に
お
い
て
¥
十
月
末
ま

で
に
第
一
次
の
認
定
結
果
ガ
判

明
し
た
。

一
九
八
九
年
一
二
月
の
第
一

次
申
請
以
降
、
一
六
五
名
ガ
認

定
申
請
し
て
い
る
。
地
公
災
基

金
側
は
、
「
前
例
が
な
い
」
な

ど
と
し
て
認
定
作
業
ガ
遅
れ
て
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い
た
が
、
地
公
災
基
金
が
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
中
災
防
に
委

託
し
て
い
た
調
査
が
本
年
三
月

に
ま
と
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、

各
事
案
に
つ
い
て
「
直
接
の
認

定
当
局
に
対
し
地
公
災
基
金
本

部
と
の
協
議
に
上
げ
る
よ
う
に

指
示
し
て
い
た
。
今
回
結
果
が

出
さ
れ
た
の
は
「
本
部
協
議
に

上
が
っ
て
い
た
、
北
海
道
「
東

京
「
兵
庫
な
ど
の
五
八
名
(
う

ち
五
九
名
が
自
治
労
組
合
員
、

今
回
の
分
に
は
大
阪
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
)
。
二
四
名
が
公

務
上
「
三
四
名
が
公
務
外
と
認

定
さ
れ
た
。

指
曲
が
り
症
が
公
務
災
害
と

し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
多
少

評
価
で
き
る
と
し
て
も
¥
三
四

名
と
い
う
多
く
の
「
明
ら
か
に

抱
曲
が
り
症
」
の
被
災
者
が
公

務
外
と
さ
れ
た
こ
と
の
方
ガ
非

常
に
大
き
な
問
題
だ
。

問
題
の
根
本
は
¥
地
公
災
基
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

金
が
中
災
防
調
査
を
も
と
に
「
今
後
、
残
り
の
申
請
者
に
つ

従
事
年
数
や
調
理
食
数
に
厳
し
い
て
も
認
定
作
業
が
す
す
め
ら

い
基
準
を
設
定
し
た
こ
と
に
あ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
地
公
災

・・・勾タヌ・・・巧多〆
---Z引
dy---
巧ZFノ・・・ち
SHY---zzFノ・・・
HO
多/---zzyノ・--ZH
ガノ・・・
2HOM---zzoμ

・・・
NZZ3/
・・・ガ
OHZ---zsz---zzrノ・・・必
zoy---zg---mgz---zzz
・・・万
8
7

ノ

l羊仇i反
本

港
区
の
精
肉
庖
に
勤
め
る
T

さ
ん
は
、
六
月
に
作
業
中
手
首

を
打
撲
し
「
病
院
に
通
う
こ
と

に
な
っ
た
。
作
業
中
の
災
害
で

あ
っ
た
の
で
社
長
に
伝
え
た
と

こ
ろ
¥
完
全
に
治
っ
て
か
ら
仕

事
に
復
帰
す
る
よ
う
に
と
言
わ

れ
た
だ
け
で
¥
労
災
補
償
の
手

続
き
を
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

や
む
を
得
ず
健
康
保
険
で
治
療

を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
¥
社
会

市
出
品
以
ム
ロ
問
問
桝
刀
銅
咽

保
険
事
務
所
か
ら
¥
七
月
二
五

日
付
け
で
被
保
険
者
の
資
格
を

喪
失
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ

れ
た
。会

社
を
退
職
し
た
覚
え
も
な

く
¥
全
<
寝
耳
に
水
で
あ
っ
た

下
さ
ん
は
、
社
長
に
会
い
に
行

っ
た
と
こ
ろ
「
「
解
雇
し
た
」

と
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。
や
む

を
得
ず
T
さ
ん
は
ー
労
基
署
に

相
談
し
¥
労
災
補
償
請
求
の
手

基
金
に
対
し
不
当
な
線
引
き
を

を
許
さ
ず
、
強
<
全
員
の
認
定

を
迫
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
た
。

続
き
を
行
う
こ
と
に
し
た
が
、

社
長
は
事
業
主
証
明
さ
え
行
わ

な
か
っ
た
。

そ
の
後
労
災
補
償
の
給
付
は

行
わ
れ
た
が
、
会
社
側
が
解
一
屋

、
だ
と
す
る
対
応
は
変
わ
ら
な
か

っ
た
た
め
、
西
成
合
同
労
組
に

相
談
し
て
加
入
ー
団
体
交
渉
を

申
し
入
れ
る
と
同
時
に
「
結
果

し
だ
い
で
労
基
署
に
対
し
て
も

労
基
法
一
九
条
違
反
(
労
災
休

業
中
の
解
雇
)
と
し
て
申
告
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
相
変
わ
ら

ず
小
事
業
所
に
お
け
る
労
働
者

の
権
利
が
奪
わ
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。

ム
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と
交
渉

吉
苧
嘗
不

z-へ
爪
山
町
指
摘
冶
帯
4
w市
民

ωず
@

十
月
豆
百
「
全
国
一
般
大

阪
地
連
大
阪
ケ
ミ
カ
ル
工
業
分

会
の
変
形
労
働
時
間
問
題
で
¥

所
轄
の
東
大
阪
労
基
署
と
の
交

渉
ガ
行
わ
れ
た
。
州
側
ダ
イ
ケ
ミ

は
九
0
年
度
ま
で
一
日
八
時
間

の
所
定
労
働
時
間
と
な
っ
て
い

た
が
「
九
一
年
度
以
降
は
一
週

四
六
時
間
の
規
制
が
労
基
法
で

施
行
さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
力

月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を

採
用
し
た
。
そ
の
た
め
ー
も
と

も
と
休
日
の
多
い
八
月
や
年
末

年
始
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
幅
に
増
え
る
こ
と
に
な

り
¥
年
単
位
の
所
定
労
働
時
間

弁
天
町
支
部

高人i反

第
二
回
総
会
開
催
さ
る

ド
υ
j仰
峠
仰
車
ω忠
告
問
問
問
一
血

十
月
一
七
日
に
港
区
民
セ
ン

タ
ー
で
¥
全
国
じ
ん
肺
患
者
同

盟
弁
天
町
支
部
の
第

2
回
総
会

ガ
開
催
さ
れ
た
。
同
支
部
は
「

昨
年
六
月
に
港
区
の
松
浦
診
療

所
に
通
院
す
る
じ
ん
肺
患
者
を

中
心
に
結
成
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
こ
の
巴
の
総
会
で
は
「
一

年
間
の
例
会
を
中
心
と
し
た
活

動
な
ど
を
振
り
返
り
ー
今
後
の

支
部
の
方
向
を
話
し
合
っ
た
。

じ
ん
肺
患
者
ガ
長
期
の
療
養

は
な
く
¥
で
き
る
だ
け
多
く
安

く
働
か
せ
た
い
と
い
う
事
業
主

の
意
思
の
み
が
貫
か
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
の
交
渉
で
は
ー
さ
ら

に
強
力
な
事
業
主
へ
の
指
導
を

求
め
た
。

つ臼



し
て
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
支
援

し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

員
は
現
在
約
二
十
名
で
あ
る
が
¥

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
「
数
少

な
い
労
災
患
者
団
体
の
運
動
と

-
M

多ノ・・・ガ多/・・・ガ
z
z
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奈良

国橿
-
E郎
懲
冨
患
の
星

R
F仙
何
申
白
木

労
災
療
養
中
の
外
国
人
労
働

者
が
、
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
を
理

由
に
逮
捕
ー
入
管
に
収
容
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
労
働
者
は
¥
フ
ィ
リ
ピ

ン
人

O
さ
ん
で
「
十
月
九
日
¥

奈
良
県
下
で
電
話
回
線
の
埋
設

作
業
中
¥
は
じ
け
た
鋼
材
ガ
手

に
当
た
り
ー
中
指
の
一
部
を
切

断
す
る
と
い
う
ケ
ガ
を
負
っ
た
。

事
故
後
¥
現
場
に
近
い
公
立
病

院
に
運
ば
れ
、
処
置
後
に
転
入

院
ー
同
月
二
七
日
に
再
手
術
を

受
け
「
入
院
療
養
中
だ
っ
た
。

0
さ
ん
は
負
傷
後
ど
う
し
て
よ

い
か
分
か
ら
ず
途
方
に
暮
れ
て

い
た
が
「
英
字
紙
で
知
っ
た
R

I
N
K
に
電
話
¥
安
全
セ
ン
タ

i
ガ
全
港
湾
建
設
支
部
西
成
分

会
と
協
力
し
て
¥
元
請
け
会
社

と
も
交
渉
¥
労
災
補
償
請
求
を

進
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

二
月
一
一
日
に

O
さ
ん
の

身
柄
を
拘
束
し
た
橿
原
警
察
署

に
よ
る
と
¥
病
院
か
ら
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
と
通
報
を
受
け
、

「
治
療
の
必
要
な
し
」
と
の
医

師
の
判
断
を
待
つ
て
の
こ
と
だ

と
い
う
。
し
か
し
¥
0
さ
ん
は

労
災
補
償
を
請
求
中
で
あ
り
「

治
癒
後
の
障
害
補
償
の
請
求
も

予
定
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が

あ
り
「
我
々
が
そ
の
旨
を
説
明
、

抗
議
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
¥
警

察
・
入
管
と
も
労
災
の
事
情
を

ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
も
な

く
ー
二
二
日
入
管
に
収
容
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

橿
原
警
察
署
は
¥
医
師
が

「
治
療
の
必
要
な
し
」
と
言
っ

て
い
る
と
い
う
が
「

0
さ
ん
本

人
ガ
指
先
の
痛
み
、
不
調
を
い

ま
だ
に
-
訴
え
て
い
る
こ
と
ー
警

察
は
0
さ
ん
の
負
傷
部
分
の
処

置
に
関
す
る
指
示
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
、
治
療
よ
り

拘
束
を
優
先
し
た
と
考
え
ざ
る

を
え
な
い
。
加
え
て
、
本
人
が

収
容
さ
れ
て
は
「
労
災
補
償
請

求
の
準
備
が
著
し
く
困
難
に
な

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
予

測
さ
れ
た
は
ず
だ
。

労
働
者
の
権
利
を
著
し
く
侵

害
す
る
今
回
の
奈
良
県
警
橿
原

警
察
署
の
対
応
を
我
々
は
批
判

す
る
と
同
時
に
、
労
働
者
の
権

利
保
護
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
入

管
行
政
に
対
す
る
怒
り
を
新
た

に
し
て
い
る
。

現
在
、

O
さ
ん
の
治
療
の
確

保
を
入
管
に
要
求
す
る
と
同
時

に
¥
仮
放
免
を
申
請
す
る
予
定

だ
。
労
災
被
災
者
ガ
補
償
も
受

け
ず
に
強
制
送
還
さ
れ
る
と
い

う
あ
る
ま
じ
き
事
態
を
避
け
る

べ
く
¥
支
援
を
強
め
て
い
き
た
• 

-13-



夜
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• 

交
替
制
勤
務
と
労
働
者
の
健
康
④

同

じ

写

真

:酒

疲
れ
の
と
れ
な
い
昼
間
睡
眠

深
い
睡
眠
は
か
ら
だ
の
睡
眠
、
浅
い
睡

眠
は
頭
の
睡
眠
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
両
方
の
睡
眠
が
う
ま
く
と
れ
た

と
き
に
よ
く
ね
む
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。
細
か
く
み
る
と
、
深
い
睡

眠
は
睡
眠
の
最
初
に
出
や
す
く
て
、
明
け

方
近
く
に
な
る
と
、
深
い
睡
眠
で
な
く
レ

ベ
ル

2
く
ら
い
に
止
ま
っ
て
、
レ
ム
睡
眠

の
比
率
が
増
え
て
き
ま
す
。
実
験
中
、
レ

ム
睡
眠
の
と
き
に
被
験
者
を
起
こ
す
と
七

0
1八
O
%
の
確
率
で
、
今
夢
を
見
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
眠
り
始

め
に
非
常
に
深
い
睡
眠
が
出
て
、
こ
れ
が

疲
労
回
復
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

井

;博

(
労
働
科
学
研
究
所
労
働
生
理
・
心
理
学
研
究
部
)

昼
間
の
睡
眠
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う

と
、
こ
の
最
初
の
深
い
睡
眠
が
ほ
と
ん
ど

出
ず
、
た
い
が
い
は
レ
ベ
ル

2
ぐ
ら
い
で

む
し
ろ
自
が
さ
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、

は
じ
め
か
ら
レ
ム
睡
眠
が
出
て
く
る
、
寝

つ
く
ま
で
の
時
聞
が
長
い
な
ど
、
ウ
ト
ウ

卜
す
る
状
態
が
続
き
ま
す
。
環
境
の
よ
い

実
験
室
で
こ
れ
で
す
か
ら
、
通
常
の
悪
い

睡
眠
環
境
で
は
昼
間
は
も
っ
と
眠
り
に
く

注
目
さ
れ
る
仮
眠
の
効
用

仮
眠
の
話
を
少
し
。
仮
眠
は
き
ら
い
だ

と
い
う
現
場
の
方
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

昼
間
活
動
し
、
夜
、
眠
く
な
っ
て
き
た
か

ら
寝
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
仮
眠
は
、

緊
張
し
た
仕
事
中
に
順
番
が
来
た
か
ら
寝

る
と
い
う
も
の
で
す
。
ウ
ト
ウ
ト
と
し
た

と
こ
ろ
で
起
こ
さ
れ
る
ぐ
ら
い
気
分
の
悪

い
も
の
は
な
い
で
す
か
ら
、
仮
眠
な
ん
か

な
い
方
が
い
い
、
そ
ん
な
こ
と
な
ら
時
短

を
し
て
く
れ
と
い
う
方
は
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
し
、
仮
眠
で
眠
れ
た
と
き
の
睡
眠

脳
波
を
取
る
と
、
通
常
睡
眠
の
は
じ
め
の

パ
タ
ー
ン
と
非
常
に
良
く
似
て
い
ま
す
。

仮
眠
で
も
、
夜
中
に
寝
る
と
深
い
睡
眠
が

出
る
、
こ
れ
が
非
常
に
疲
労
回
復
に
良
い
。

一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
の
中
で
こ
の
睡
眠
が

と
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
体
調
維
持
に
と

っ
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、

と
れ
る
条
件
が
あ
る
な
ら
、
仮
眠
は
と
り

た
い
。
今
ま
で
、
欧
米
で
は
仮
眠
を
取
り

-14-
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入
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
最
近
、

夜
勤
の
健
康
へ
の
影
響
を
薄
め
る
対
策
の

た
め
に
睡
眠
実
験
を
し
た
結
果
、
こ
う
し

た
睡
眠
の
構
造
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

去
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
夜
勤
交
代
勤
務
に

関
す
る
国
際
会
議
で
、
雑
談
中
に
他
国
の

人
に
「
日
本
で
は
仮
眠
が
あ
る
ら
し
い
が
、

ど
う
し
て
で
き
た
の
か
、
有
給
な
の
か
無

給
な
の
か
、
ど
の
産
業
で
ど
の
く
ら
い
の

夜
勤
者
が
仮
眠
が
と
れ
て
い
る
の
か
、
労

使
協
定
を
結
ん
で
い
る
の
か
否
か
」
を
立

て
紘
け
に
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、

睡
眠
実
験
の
結
果
、
仮
眠
の
効
果
が
わ
か

っ
て
き
た
か
ら
で
、
ど
う
も
研
究
者
の
側

か
ら
労
使
に
提
案
し
て
い
る
節
も
あ
り
ま

す。
質
だ
け
で
な
く
、

量
に
も
違
い

こ
れ
は
、
一
九
八
二
年
の
夜
勤
交
代
勤

務
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
西
ド

イ
ツ
か
ら
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
た
く
さ
ん

の
夜
勤
交
代
勤
務
者
に
つ
い
て
、
睡
眠
開

始
時
刻
と
睡
眠
時
間
の
関
係
を
調
べ
た
も

の
で
す
。
-
が
平
均
を
表
し
、
例
え
ば
O

時
に
寝
た
人
の
睡
眠
時
間
は
約
八
時
間
で

す
。
(
縦
棒
は
分
散
を
表
し
ま
す
)

夜
勤
交
代
勤
務
者
と
い
え
ど
も
、
夜
の

一
O
時
か
ら
一
時
く
ら
い
に
寝
る
と
睡
眠

時
間
は
八
時
間
内
外
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

?日明与問!?庁?15!t理問品開設intlによる)
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睡

眠

の

長

さ

(

時

間

)

午
前
中
に
寝
る
と
平
均
五

1
六
時
間
、
さ

ら
に
午
後
の
一
時
1
五
時
頃
に
寝
る
と
、

平
均
二
時
間
く
ら
い
で
す
。

睡
眠
の
質
は
、
先
ほ
ど
の
脳
波
に
み
る

ご
と
く
、
夜
と
昼
と
で
は
か
な
り
違
う
。

さ
ら
に
実
は
、
睡
眠
の
長
さ
に
つ
い
て
も

そ
の
人
の
も
つ
サ

i
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム

の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
、
夜
は
ま
と
め

て
眠
れ
る
が
昼
間
は
ま
と
め
て
眠
れ
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ド
イ
ツ
の
研
究

者
、
が
こ
の
デ

i
タ
を
・
出
し
て
き
た
(
・
実

線
)
の
で
、
こ
ん
ど
は
わ
れ
わ
れ
の
研
究

所
の
デ
l
タ
も
ま
と
め
て
み
る
と

(
O点

線
)
、
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
洋
の
東
西
を

問
わ
ず
同
じ
で
、
睡
眠
時
聞
が
人
間
の
生

理
的
リ
ズ
ム
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

-15-

こ
の
よ
う
に
、
昼
間
に
眠
る
生
活
を
繰

り
返
し
て
い
く
と
、
睡
眠
が
量
・
質
と
も

に
不
足
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く

る
わ
け
で
す
。

。

(
つ
づ
く
)



今
回
の
訪
問
の
目
的
の
一
つ
は
、
昨
年

お
く
っ
た
測
定
器
が
う
ま
く
使
わ
れ
て
い

る
か
¥
故
揮
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確

か
め
る
こ
と
で
し
た
。

幸
い
携
帯
型
の
空
間
線
量
を
測
る
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
は
、
担
当
者
の
タ
l
ニ
ャ
さ
ん

が
毎
月
学
校
な
ど
野
外
の
い
ろ
ん
な
所
を

詳
細
に
測
定
し
て
き
た
よ
う
で
¥
ぎ
っ
し

り
と
デ
ー
タ
を
書
き
込
ん
だ
測
定
結
果
を

記
入
し
た
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

食
品
測
定
器
の
方
は
、
担
当
ス
タ
ッ
フ

が
交
代
し
、
昨
年
の
メ
ン
バ
ー
で
は
イ
リ

i
ナ
さ
ん
が
残
っ
て
い
た
だ
け
で
、
責
任

者
を
は
じ
め
、
三
人
が
我
々
に
と
っ
て
は

新
顔
で
し
た
。

ド
イ
ツ
の
や
り
方

い
食
品
を
検
査
す
る
に
は
不
十
分
だ
と
思

わ
れ
ま
し
た
。
六
年
前
の
原
発
事
故
直
後

な
ら
必
要
で
し
ょ
う
が
「
今
の
時
期
に
な

っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の
な
の
か
は
¥
疑

わ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
同
じ
測

定
器
を
大
量
に
汚
染
地
区
全
域
に
お
く
る

と
い
う
や
り
方
に
つ
い
て
は
救
援
の
あ
り

方
と
し
て
¥
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
か
な
し
い
話

我
々
が
昨
年
お
く
つ
た
測
定
器
は
、
担

当
者
の
交
代
も
あ
り
、
使
用
頻
度
が
少
な

い
よ
う
で
し
た
。
小
泉
さ
ん
が
そ
れ
を
見

て
激
怒
し
、
か
な
り
厳
し
く
ス
タ
ッ
フ
を

叱
責
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
弁
解
を
保

健
局
の
担
当
者
が
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
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真
意
は
わ
か
ら
ず
、
ら
ち
が
あ
か
な
い
た

め
、
念
の
た
め
に
、
新
し
い
担
当
者
に
使

い
方
を
説
明
し
、
測
定
し
た
結
果
を
記
入

し
て
く
れ
る
よ
う
に
再
度
頼
ん
で
き
ま
し

た。
最
近
チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
を
訪
れ
た
連
帯

基
金
の
調
査
団
の
人
た
ち
が
我
々
が
帰
っ

た
後
に
お
く
つ
た
測
定
器
を
使
っ
て
食
品

の
検
査
を
行
な
っ
た
結
果
を
持
ち
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
な
ん
と
か
使
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す。
体
内
の
セ
シ
ウ
ム
測
定
に
つ
い
て

驚
か
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
に
は
、
昨
年
、

小
泉
さ
ん
と
河
野
さ
ん
が
非
常
に
苦
労
を

し
て
六
O
人
ぐ
ら
い
の
人
の
体
内
の
セ
シ

ウ
ム
量
を
測
定
し
た
わ
け
で
す
が
、
な
ん

と
病
院
で
八
九
年
か
ら
体
内
の
セ
シ
ウ
ム

量
を
測
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
装

置
は
、
約
五
分
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
る
聞

に
体
内
の
セ
シ
ウ
ム
を
測
定
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
あ
る
基
準
値
(
大
人
の
場

合
一
マ
イ
ク
ロ
キ
ュ
リ
ー
)
を
越
え
た
人

を
管
理
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
(
写
真
)

な
ぜ
昨
年
、
我
々
が
苦
労
し
て
測
定
し

て
い
る
と
き
に
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
の

か
と
尋
ね
る
と
、
聞
か
れ
な
か
っ
た
の
で

答
え
な
か
っ
た
と
の
返
答
。
連
帯
基
金
の

メ
ン
バ
ー
も
何
度
も
病
院
を
見
学
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
誰
も
気
づ
か
な
か
っ

た
と
は
本
当
に
不
思
議
な
話
で
す
。

旧
ソ
連
の
被
曝
管
理
に
つ
い
て

我
々
が
汚
染
地
帯
住
民
の
被
曝
線
量
を

見
積
る
た
め
に
、
外
部
被
曝
及
び
内
部
被

曝
の
両
方
を
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
日
本
か
ら
機
械
を
持
ち
込
み
、
昨
年

か
ら
チ
ェ
チ
ェ
ル
ス
ク
で
試
み
て
き
た
わ

け
で
す
。
被
曝
線
量
管
理
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
を
、
ソ
連
で
も
事
故
後
三
年
ぐ
ら

い
た
っ
て
、
末
端
の
保
健
局
や
病
院
で
や

る
体
制
を
作
り
ま
し
た
。
測
定
精
度
は
良

く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
定
の
レ
ベ

ル
で
や
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
う
や
く
確

認
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
は
オ
ー

ダ
ー
レ
ベ
ル
で
は
だ
い
た
い
正
確
で
す
が
、

た
だ
そ
れ
が
、
一
般
に
公
表
さ
れ
た
り
、

対
策
を
立
て
る
た
め
に
使
わ
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
情
報
が
一
部
に

集
中
さ
れ
る
社
会
構
造
の
欠
陥
が
、
昨
年

末
の
社
会
主
義
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
重
大

な
問
題
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
と
い
う

こ
と
が
二
回
目
の
訪
問
で
よ
う
や
く
は
っ

き
り
と
身
を
も
っ
て
わ
か
っ
た
次
第
で
す
。

ウ
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九

問
問
圃
司
同
州
古
苧
ん
が

九
・
四

九
・
六

九
・
九

九
・

九
・
一
四

在
日
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
六
劃
以
ょ
が
職
場
の

人
間
関
係
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
¥
健
康
に
も
影

響
を
。

(
K
D
D調
査
)

山
口
県
J

R
岩
徳
線
ト
ン
ネ
ル
内
で
作
業
中
に
¥
作

業
員
二
九
人
が

C
O中
毒
に
。

北
九
州
市
で
荷
揚
げ
作
業
中
に
鋼
板
が
落
下
¥
下
敷

き
の
一
人
死
て
¥
三
人
重
傷
。

作
莱
員
の
二
七
%
が
「
収
入
を
増
や
す
た
め
に
」
現

場
ガ
休
み
の
土
曜
日
に
他
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

(
建
設
省
「
週
休
二
日
制
モ
デ
ル
工
事
」
芙
施
状
況

調
査
)

常
磐
炭
暖
じ
ん
肺
訴
訟
第
二
嘩
が
福
島
地
裁
い
わ
き

支
部
で
、
原
告
全
員
に
総
額
九
億
円
を
支
払
う
こ
と

で
和
解
成
立
。

昨
年
九
月
千
葉
県
松
戸
市
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
の

遮
水
壁
決
壊
で
七
人
死
て
の
事
故
で
「
事
故
調
査
委

は
、
遮
水
壁
構
造
に
設
計
ミ
ス
な
し
と
の
報
告
書
を

ま
と
め
る
。

一
一

東
京
商
工
会
議
所
が
¥
社
員
の
エ
イ
ズ
検
査
を
行
わ

な
い
、
感
染
者
の
差
別
、
解
雇
を
し
な
い
な
ど
の
内

容
の
工
イ
ズ
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。

昭
和
シ
ェ
ル
の
神
戸
事
業
所
で
「
補
修
中
の
重
油
貯

蔵
タ
ン
ク
一
基
が
爆
発
。
け
が
人
は
な
し
。

り
九九九九

・
二
O

九
・
二
六

九
・
二
九 一五

千
葉
県
J

R
成
田
線
で
「
電
車
ガ
ダ
ン
プ
と
衝
突
。

運
転
士
が
死
て
ー
六
七
人
が
け
が
。

十
年
余
に
わ
た
り
製
麺
作
業
に
従
事
し
て
き
た
女
性

の
頚
一
屑
腕
障
害
を
、
加
古
川
労
基
署
ガ
業
務
上
と
認

(疋。

七

岸
和
田
市
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
工
場
で
製
造
機
械
に

頭
を
挟
ま
れ
て
死
て
。

)¥ 

労
働
省
は
¥
現
在
の
「
過
労
死
」
の
認
定
基
準
の
再

検
討
を
来
年
度
か
ら
進
め
る
方
針
を
決
め
た
。
検
討

は
¥
八
七
年
に
現
在
の
基
準
に
改
め
ら
れ
て
以
来
初

め
て
。

マ
ラ
ッ
力
海
峡
で
¥
タ
ン
カ
ー
が
貨
物
船
と
衝
突
「

炎
上
。
一
人
死
て
。

厚
生
省
は
ー
小
中
学
生
の

X
線
健
診
を
来
春
か
ら
廃

止
に
。
結
核
患
者
発
見
率
低
下
で
¥
被
曝
の
危
険
を

配
慮
。

労
基
研
・
労
働
時
間
法
制
部
会
が
「
週
四
0
時
間
制

の
九
四
年
度
か
ら
の
実
施
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
報
告

書
を
ま
と
め
る
。
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昭
和
田
年
目
月
加
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

「関西労災職業病」は、毎月 1回の発行で、頒価は下記の通りです。定期購

読のお申込み・ご入金は郵便振替をご利用下さい。労金口座ご利用の場合は、

住所、氏名など必要事項を別途電話、葉書等でお知らせ下さい。

定期講読について関西労災職業病「
関
西
労
災
職
業
病
L

.郵便振替口座大阪 6-315742 ・大阪労働金庫梅田支居普通 1340284

~550 大阪市西区新町 2 -19-20西長堀ビル4階窓 (06)538-0148 

関西労働者安全センター

頒 価 l部 200円

年間定期購読料 1部 3000円

2部 4800円
(送料込み) 3部以上は、 1部につき2400円増

会員購読料
当安全センター会員(会費 1口1000円)へは、

1部無料配付ゐ 2部以上は 1部150円増。
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